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船舶事故調査報告書 

 

                             平成３１年２月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成３０年８月１３日 日没前～１４日 ０９時００分ごろの

間） 

発生場所 沖縄県竹富
たけとみ

町西表
いりおもて

島北東岸沖 

 鳩
はと

間
ま

島灯台から真方位１３８°５.７海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯２４°２４.０′東経１２３°５３.３′） 

事故の概要  漁船ユウカ丸は、潜水作業に従事中、船長が溺死した。 

事故調査の経過 平成３０年９月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 ユウカ丸、１.５６トン 

ＯＮ３－７０６２９、個人所有 

８.５０ｍ（Lr）×１.４５ｍ×０.５８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、漁船法馬力数４０、昭和５１年４月５日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６１歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日  昭和５６年５月１３日 

免許証交付日 平成２７年３月２４日 

（平成３２年４月１１日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：視界 良好 

本事故現場の西北西方約７Ｍ付近に位置する西表島特別地域気象観

測所の観測値は、次のとおりであった。 

 

日時 

平均 最大瞬間  

天気 風向 風速 

(m/s) 

風向 風速 

(m/s) 

13 日 16:00 東北東 4.3 東北東 7.3 雨 

      18:00 東 1.7 東 3.7 晴れ 

20:00 東 1.1 東 1.9 晴れ 
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 22:00 東南東 1.7 東 3.1 晴れ 

 24:00 東南東 1.5 東南東 3.2 晴れ 

14 日 02:00 東 3.0 東北東 5.6 晴れ 

 04:00 東北東 1.1 東北東 2.9 晴れ 

 06:00 南南東 1.0 南南東 2.0 晴れ 

 08:00 南南東 1.3 南南東 2.1 晴れ 

海象：海上 平穏、西表漁港における潮位 高潮時約１８８cm（１３

日２１時２５分ごろ）、低潮時約６６cm（１４日０３時２０分

ごろ）、水温 約３０℃ 

日没時刻：１３日１９時１９分ごろ 

日出時刻：１４日０６時１７分ごろ 

 事故の経過 本船は、船長（以下「本船船長」という。）が１人で乗り組み、潜

水漁を行う目的で沖縄県石垣市石垣港の港奥にある登
と

野城
の し ろ

漁港を出港

し、平成３０年８月１３日１６時００分ごろダイビング船の船長（以

下「船長Ａ」という。）に石垣港の防波堤（沖西）付近で沖に向けて

航行しているところを目撃された。 

本船船長の友人は、日没前、携帯電話で本船船長から漁場で漁の準

備を終えた旨の連絡を受けた。 

船長Ａは、１４日の朝に本船船長の友人から本船が帰港していない

ことを聞き、０８時００分ごろ本船船長の携帯電話に掛けたが、応答

がなかったので、ダイビングポイントに向かいながら本船を捜すこと

とし、西表島北東岸沖に向かった。 

船長Ａは、０９時００分ごろ、西表島北東岸沖で全周灯を点灯して

錨泊し、主機が中立運転であり、空気槽の安全弁が吹く音が鳴ってい

る状態の本船を発見し、周囲の海面に点滅灯付きの浮き２個が点滅し

ているのを認めた。  

船長Ａは、ダイビング船を本船に接近させて乗組員を移乗させたと

ころ、本船の船尾船底下の端に足ひれが見える状態の本船船長を発見

したとの報告を受け、海上保安庁に通報した。 

本船船長は、海上保安庁の潜水士により、胸部が船底と推進器翼と

の間に挟まった状態となっていることが認められ、巡視艇で石垣港に

運ばれた後、救急車で病院に搬送されたが、死亡が確認された。 

本船船長の死因は、溺死と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、付図２ 潜水状況（イメージ）、写

真１ 本船、写真２ 船上の状況、写真３ 推進器翼 参照） 

 その他の事項 本船船長は、本事故当日、フーカー（送気式）と称する潜水器を用

いてもり
．．

で潜水漁を行っていた。 

本船では、主機船首側に設置されたＶベルトで駆動する空気圧縮機

からの圧縮空気が、空気槽及び長さ約１００ｍの送気ホースを経由し

て末端に接続されたレギュレータを介して潜水者に送られる仕組みと
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なっており、空気圧縮機と空気槽との間は、銅製管によって接続され

ていた。 

海上保安庁の情報によれば、発見時、本船船長は、潜水漁を行うと

きに使用するレギュレータ、マスク、ウェットスーツ及び足ひれを装

着してウエイトが付いたベルトを腰に巻き、また、レギュレータが本

船船長の口から外れ、送気ホースの末端に取り付けたロープが本船船

長の上半身に襷
たすき

掛けされた状態となっており、左手には懐中電灯の

紐が掛かっていた。 

本船の回航時に乗船した僚船船長によれば、本船には、錨索と‘根

掛かりを外す目的で付けられたロープ’（合成繊維製、直径約８mm、

以下「本件ロープ」という。）が船首部のかんぬきに取り付けられ、

本件ロープが推進器翼に絡んだ状態であり、もり及び数匹の魚が入っ

たクーラーボックスが船上に置かれていた。 

本船には、他船と衝突したような痕跡がなかった。 

本船船長の家族によれば、本船船長は持病もなく、本事故当時、健

康状態は良好であると感じた。 

本船船長は、空気ボンベによる潜水漁の経験が約１０年間あり、ふ

だん、夜間の漁に出た場合、早朝に帰宅していた。 

本船船長は、本船を平成３０年６月頃に購入し、フーカー潜水を行

うのが初めてであった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

本船船長は、溺死した。 

本船は、１３日の日没前に本船船長が漁場で漁の準備を終えた旨の

連絡を行った後、１４日０９時００分ごろ本船船長が西表島北東岸沖

で錨泊した本船の船尾船底下の海中で発見されたことから、この間に

おいて、本船船長が溺死したものと考えられる。 

本船船長は、空気圧縮機から送気中であったこと及び体が船底と推

進器翼との間に挟まっていたことから、潜水作業中に体の自由が効か

なくなった状態で口からレギュレータが外れて溺死した可能性がある

と考えられる。 

本船船長は、漁獲物がクーラーボックスにあったこと、もりが船内

に置かれていたこと及び推進器翼に本件ロープが絡んでいたことか

ら、漁を終えるか中断し、絡索を解消する目的で潜水作業を行ってい

た可能性があると考えられるが、それらの状況を明らかにすることは

できなかった。 

原因 本事故は、本船が、西表島北東岸沖で錨泊して潜水作業に従事中、

本船船長が溺水したことにより発生したものと考えられる。 
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再発防止策 

 

今後の同種事故等により被害の軽減に役立つ事項として、次のこと

が考えられる。 

・錨に補助のロープを取り付けた場合、同ロープが推進器翼等に絡

まらない長さに調整すること。 

・推進器翼等に絡んだロープが外れない場合、僚船等に救助を求め

ることが望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本水路協会発行の航海用電子参考図（new pec）使用 
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本船発見場所 

拡大図 
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沖縄県竹富町 
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石垣港 

沖縄県石垣市 

石垣島 

登野城漁港 
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付図２ 潜水状況（イメージ） 
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